
日高市巾着田利用調整協議会 第５回協議会 会議録（要旨） 

 

１ 日時 

  令和６年６月 27 日（木）午後３時から午後４時まで 

 

２ 会場 

  高麗公民館 大集会室 

 

３ 出席者 

  日高市観光協会、一般社団法人巾着田管理事務所、巾着田サポーターズクラブ、高麗コ

ミュニティ会議、埼玉西部漁業協同組合高麗支部、元宿区、台区、梅原区、栗坪区、久保

区、株式会社 CAWAZ（実施事業者）、埼玉県飯能県土整備事務所、株式会社地域デザイン

ラボさいたま、日高市産業振興課（事務局） 

 

４ 内容 

 ①火気使用有料化実証実験、商業利用実証実験について 

 ②その他 

  資料に沿って説明した。 

 

５ 主な意見 

 委員    キャンプ設備が充実していない中で、事業として成立するのか。 

 事務局   まずは、ニーズの把握を行い、今後の設備投資の判断材料とする。 

 

 委員    キャンプエリアでの洗い物を禁止するとのことだが、川で洗う人がいる 

可能性もあるので、常に監視を行う必要があるのではないか。 

委員    洗い物を禁止にするのであれば、持ち込まない、持ち帰らない形のキャンプ 

を検討した方が良いのではないか。 

 委員    今回は実験であるので、想定されることを全て禁止や常に監視が必要とい 

う所から開始するのではなく、実験結果を得てから禁止などを検討する方 

が良い。 

事務局   キャンプエリアには、下水道設備が整備されていない。環境負荷を考えると 

洗い物は禁止にせざるを得ないが、実験の結果を踏まえ、設備投資が必要か 

の判断材料としたい。 

 

 委員    火気使用有料化エリアで利用者と親水利用者をどう区別するのか。 

 事務局   受付でリストバンドを配布し、その有無で判断を行う。 

 



 委員    食材の提供を検討しているか。 

 事務局   将来的に地元食材の提供できると良いが、今回は提供しない。実験結果を踏 

まえ、今後提供するかどうか検討する。 

 

 委員    雨天の対応については、どうするのか。 

 事務局   警報が出るようであれば、前日の 15 時までに開催の可否を予約者にメール 

で連絡する。 

 

委員    夜間の防犯体制などはどうなっているのか。 

事業者   夜間スタッフが対応する。 

事務局   消防や警察に協力いただけるように事前に説明を行う。 

 

 ５ その他連絡事項等 

  次回の協議会は 10月 10 日前後に開催する。 


